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平成23年３月期第２四半期累計期間業績予想値と実績との差異および 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 平成 22年 5月 14日に公表致しました平成 23年 3月期（平成 22年 4月 1日～平成 23年 3月 31日）
の第 2 四半期累計期間業績予想値と本日公表の実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせい
たします。 
 また、最近の業績動向を踏まえ、平成 22年 5月 14日に公表いたしました平成 23年 3月期の通期業績
予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 
1.平成 23年 3月期第 2四半期累計期間業績予想値と実績との差異(平成 22年 4月 1日～平成 22年 9月

30日) 
 
(1)連結                                    (単位：百万円) 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1株当たり 
四半期純利益 

前 回 発 表 予 想(A) 2,050 △70 △90 △105 △4円 46銭 
実         績(B) 2,592 △168 △242 △259 △11円 01銭 
増  減  額  (B－A) 542 △98 △152 △154  
増   減   率  (%) 26.4% － － －  
(ご参考)前期第 2四半期実績 

(平成 22年 3月期第 2四半期) 
1,423 △567 △554 △560 △41円 42銭 

 
 (2)個別                                    (単位：百万円) 
 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 
四半期純利益 

前 回 発 表 予 想(A) 2,000 △80 △100 △110 △4円 67銭 
実         績(B) 2,570 △175 △245 △257 △10円 94銭 
増  減  額  (B－A) 570 △95 △145 △147  
増   減   率  (%) 28.5% －   －   －     
(ご参考)前期第 2四半期実績 

(平成 22年 3月期第 2四半期) 
1,379 △515 △508 △698 △51円 67銭 

 



(3)業績予想値と実績との差異の理由 
 上期の状況は自動車関連の設備投資の需要は依然低水準ではあるものの想定よりも良化し、売上高につ

きましては前回予想を上回る結果となりました。しかしながら、厳しい価格競争による価格低下や納期の

集中による負荷増対応のため業務委託費、構内作業費等の費用が膨らんだ事と、急激な円高による為替差

損の発生により利益に関しましては前回予想を下回る結果となりました。 
 
 
2.平成 23年 3月期通期業績予想数値の修正(平成 22年 4月 1日～平成 23年 3月 31日) 
 (1)連結                                    (単位：百万円) 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想(A) 4,350 50 0 △35 △1円 49銭 
今 回 発 表 予 想(B) 5,120 △168 △278 △302 △12円 75銭 
増  減  額  (B－A) 770 △218 △278 △267  
増   減   率  (%) 17.7% －   －   －     

(ご参考)前期実績 
(平成 22年 3月期) 

3,286 △1,239 △1,238 △1,421 △93円 57銭 

 
 (2)個別                                    (単位：百万円) 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想(A) 4,300 40 0 △40 △1円 70銭 
今 回 発 表 予 想(B) 5,100 △162 △270 △294 △12円 32銭 
増  減  額  (B－A) 800 △202 △270 △254  
増   減   率  (%) 18.6% －   －   －     

(ご参考)前期実績 
(平成 22年 3月期) 

3,165 △1,102 △1,112 △1,547 △101円 86銭 

 
(3)修正の理由 
 通期の状況としましては、下期についても引き続き自動車関連の設備需要が継続し上期とほぼ同水準の

売上を予想しております。しかしながら上期同様厳しい価格競争は避ける事ができず、自己努力での生産

性の効率改善や経費節減による原価低減により利益確保に取り組んでおりますが、前回予想に対しては売

上高は上回るものの利益については前回予想を下回る見通しとなりましたので、業績予想を修正いたしま

す。 
 
＊業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
 

以上 


